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２０１２年５月２３日
＜報道関係各位＞

一般社団法人 日本化学工業協会
－世界の未来を支える日本の化学技術表彰制度－

「第４４回 日化協　技術賞」を選定
一般社団法人 日本化学工業協会（会長： 藤吉 建二　以下、日化協）は、本日、「第４４回 日化協　技術賞」の受賞事業者を選定いたしました。

「日化協　技術賞」は、優れた化学技術の開発や工業化によって化学産業ならびに経済社会の発展に寄与した事業者を表彰する制度で、毎年、化学に関連する事業者から業績を公募し、総合賞、技術特別賞、環境技術賞の３つの分野でそれぞれ受賞事業者を選定しています。４４回目となった本年は、応募のあった１１件を対象に一次審査、二次審査を経て、技術委員会において慎重に審議を重ねた結果、各賞を以下のとおり選定いたしました。
【総合賞】（独創性に富んだ優れた技術で科学技術の進歩に寄与したもので、技術として確立しており産業上の価値が高いもの）
富士フイルム株式会社

「フジタックの高品質､高効率溶液製膜技術開発による事業拡大」

本業績は、透明性および光学等方性に卓越した性質をもつトリアセチルセルロース（ＴＡＣ）の溶液製膜フィルムを高品質な偏光板保護フィルムに応用すべく、４つの新規技術を開発実用化し、高度な品質と高速生産の両方を確立させ、結果として、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）の高機能化、大画面化に大きく貢献したものです。さらに、２０００年から１０年間で同フィルムの生産量を１０倍とする一方で溶剤の大気総排出量を半減化し、溶剤回収率９９．９％を達成したことを踏まえ、総合賞に選定しました。
【技術特別賞】（独創的技術・改良技術で、科学技術の進歩に寄与したもの）
住友化学株式会社

「有機金属気相成長（ＭＯＣＶＤ）法による超高速通信デバイス用化合物半導体エピタキシャル基板の工業化」

ワイヤレス通信機器端末（携帯、モバイルＰＣ等）では、超高周波数帯の電波信号を受発信する機能を担うため、いわゆるエピタキシャル基板を用いる高速トランジスタを多用しています。本業績は、有機金属気相成長法によるエピタキシャル成長技術の開発に取り組んだ結果、高度な結晶成長技術、設計技術、および生産技術を確立し、高品質な上記エピタキシャル基板の工業化に成功し、結果として、超高速通信デバイスの飛躍的な発展に大きく貢献したものです。

【環境技術賞】（独創的技術・改良技術で、環境負荷低減に著しい効果があり、科学技術の進歩に寄与したもの）
三菱化学株式会社、独立行政法人物質・材料研究機構、東京工科大学

「白色ＬＥＤ用赤色蛍光体（ＣＡＳＮ蛍光体）の開発」

従来、白色ＬＥＤは、赤色発光成分が不足していることにより色味を重視する分野への適用は限定されていました。本業績は、ＬＥＤチップからの青色光を吸収して赤色光に変換することにより、赤色発光成分を付与する蛍光体（ＣＡＳＮ蛍光体）の開発実用化に成功し、結果として、より自然に近い色味のＬＥＤ照明、および高画質のＬＥＤバックライト液晶テレビが実現し、省エネルギー家電の市場の拡大に大きく貢献したものです。
なお、５月２８日（月）に開催する第２１回日化協定時総会（於：パレスホテル）にて、「第４４回 日化協　技術賞」の表彰式を執り行う予定です。
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以 上
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■本件に関するお問い合わせ先■


一般社団法人 日本化学工業協会・広報部　　高橋、小林　　　TEL：03‐3297‐2555

















